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影像を計算した研究を纏めたものである口 現在流行している高密無秩序充填(dense random packｭ
ing )模型に対して，新しい構造模型は微結晶的な中距離秩序原子集団を含む無秩序構造であり，融液
からの急冷過程の熱力学的な考察に根拠を置いている口このような局所秩序を含む構造に回折理論を適
用して求めた干渉関数は実験で得られるハロー回折図形の強度分布，殊に第 1 ピークの高さ，幅，第 2
ピークの高さと分裂状態などを極めてよく説明する。またそのフーリエ逆変換で、得られる二体相関々数
も実験から求めたものによく一致する。理論の中で指摘している両関数聞の繰返し変換の意味と取扱い
方への注意は重要で、ある。高分解能電顕像の計算においては，無秩序構造に対する運動学的結像理論を
完成し，この場合の球面収差と焦点ずれの関係における最適条件を求め，それを利用して.上記の微結
晶的原子集団がどのように影像として現れるかを具体的に示した。極めて最近，このような電顕像が実
験的に得られるようになり，本研究は先見的・指導的な役割を果すことになった。以上の成果は非品質
構造模型を大幅に改良し，多くの実験事実を定量的に解釈し，旦つ局所秩序を実際に見る方法を示した
もので，この分野に与えるインパクトは大きい。
よって本研究は博士論文として価値があると認める。
-492-
